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授業科目の名称 

単位数 
配当年次 

修士論文コース 実践看護コース 

必修 選択必修 必修 選択必修 自由選択 1 年次 2年次

専 
 
 
 

攻 

実
践
看
護
学
Ⅴ
（
地
域
看
護
学
） 

地域看護学特論Ⅰ(地域看護の各領域における専門性の探求)  ２  ２  ○  
地域看護学特論Ⅱ(地域看護政策論)  ２  ２  ○  
地域看護学特論Ⅲ(ヘルスプロモーション・健康教育論)  ２  ２  ○  
地域看護学特論Ⅳ(地域ケアシステムと在宅ケア看護学の専門性)  ２  ２  ○  
地域看護学特論Ⅴ(地域看護学研究論)  ２  ２  ○  
地域看護学特論Ⅵ(疫学・実践保健統計学)☆     ２ ○  
地域看護学演習Ⅰ(地域看護の各分野における実践企画演習)  ２  ２  ○ ○ 

地域看護学演習Ⅱ(行政看護実践演習)  ２  ２  ○ ○ 

地域看護学実習Ⅰ    ４   ○ 

地域看護学実習Ⅱ    ２   ○ 

地域看護学実習Ⅲ☆     ４  ○ 

地域看護学課題研究    ２   ○ 

地域看護学特別研究  ８     ○ 

実
践
看
護
学
Ⅵ
（
小
児
看
護
学
） 

小児看護学特論Ⅰ(小児と家族の心理､社会的発達理論)  ２  ２  ○  
小児看護学特論Ⅱ(発達とアセスメント)  ２  ２  ○  
小児看護学特論Ⅲ(小児医療倫理)  ２  ２  ○  
小児看護学特論Ⅳ(小児医療法制度論)  ２  ２  ○  
小児看護学演習Ⅰ(健康状態・環境へのアセスメント演習)  ２  ２  ○  
小児看護学演習Ⅱ(小児援助論演習)  ２  ２  ○  

小児看護学演習Ⅲ(専門領域演習)☆     ２ ○  

小児看護学実習Ⅰ☆     ２ ○ ○ 

小児看護学実習Ⅱ☆     ２ ○ ○ 

小児看護学実習Ⅲ    ６   ○ 

小児看護学課題研究    ２   ○ 

小児看護学特別研究  ８     ○ 

助
産
選
択
科
目
※ 

助産学特論Ⅰ（基礎助産学）  ４  ４  ○  
助産学特論Ⅱ（助産診断・技術学）  ５  ５  ○  
助産学特論Ⅲ（地域母子保健）  １  １  ○  
助産学特論Ⅳ（助産管理）  ２  ２  ○  
助産学演習Ⅰ（基礎助産学）  ２  ２  ○  
助産学演習Ⅱ（助産診断・技術学）  ３  ３  ○ ○ 

助産学実習   １１  １１  ○  
※については、実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）の学生で助産師国家試験受験資格取得を希望する者はすべて履修すること。 
☆については、実践看護学Ⅰ～Ⅵ分野（ただし、実践看護学Ⅱ分野（ウーマンズヘルス）を除く）の学生で日本看護系大学協議会専門看護師

教育課程（３８単位）修了を希望する者は基盤自由選択科目ならびに専攻主分野の自由選択科目をすべて履修すること。 
 
修士論文コース（最低修得単位数） 

基盤共通必修科目 ４単位 
基盤共通選択科目 ６単位 
専攻主分野の科目 １２単位 
看 護 学 特別 研究 ８単位 

計 ３０単位 

 
実践看護コース（最低修得単位数） 

基盤共通必修科目 ４単位 
基盤共通選択科目 ４単位（但し、＊印の授業科目から選択のこと） 
専攻主分野の科目 １４単位（但し、うち２単位は他の専攻攻分野でも特論に限り選択可） 
実 習 ６単位 
課 題 研 究 ２単位 

計 ３０単位 

実践看護学Ⅱ分野（ウーマンスヘルス）実践看護コース 選択者（最低修得単位数） 
基盤共通必修科目 ４単位 
基盤共通選択科目 ６単位 
専攻主分野の科目 １２単位 
実 習 ６単位 
課 題 研 究 ２単位 

計        ３０単位 
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講 義 要 目 
授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

基 

盤 

共
通
必
修
科
目 

看 護 理 論 看護学の理論体系の変遷を概観し、諸理論の構造と特徴について理解を深め、

また、理論構築の基本的なアプローチについて学ぶ。 
看 護 研 究 専門技術の向上や開発を図るために、実践の場における研究活動を行うに必要

な研究方法について、分野を越えた共通する知識を教授する。 

共
通
選
択
科
目 

看 護 倫 理 看護活動場面における倫理的諸問題に対し、解決に向けて調整を行うための幾

つかの考えについて論じる。 
看護教育論 看護学の教育の特徴から看護教育のあり方を検討する。また、看護学教育を生

涯教育の観点からとらえ、総合的な教育として考察する。 
看護政策論 看護に関する政策決定とは、どのような過程で行われるのかを理解する。また

その過程に関わる関連団体の力学的な相互関係についても管理的視点から分析

することにより、看護職能のもつ社会的機能と貢献について学習する。 
コンサルテーション論 看護職を含むケア提供者に対して実践的な問題を解決する援助のために、コン

サルテーションの概念および実践モデル、コンサルタントとしての役割機能、

個人や組織を対象としたコンサルテーションのプロセスについて学習する。ま

た、コンサルテーションの実際について理論的・実践的分析をふまえながら学

習する。 
看護管理論 組織論および組織行動論など管理としての理論を学習しリーダーシップ、マネ

ージメント、意思決定、システム論、変化論などの概念を使いながら看護の実

践場面における管理的視点を分析する能力を養う。 
家 族 論 現代社会における家族の多様化の実態を理解する。「家族機能の低下」と表現

されている家族をめぐる変化を実証的に分析し､家族介護配偶者介護の現状と

問題点を通して､家族機能の展望および家族援助体制のあり方と介入方法につ

いて考察する。 
社 会 学 保健・医療の分野でのコミュニケーション、人間関係、集団・組織にテーマを

絞り、講義や演習などを通して学んでいく。 
人 間 学 これまでに修得した諸知識と人間として生きてきた経験を基に、人間が人間と

して存在することの意味について探究する。また、人々がお互いを尊重する存

在として、又生命に畏敬の念を持ち、尊厳ある存在として意識できることの重

要性について、人間哲学の視点から探求する。 
保健統計学 看護基礎課程において保健医療統計学の基礎知識としての統計的手法を、一通

り履修している。ここでは、この知識を基に、個々の保健現象の解明に応用で

きる能力を養うとともに、研究成果を科学的にデータをもとに理論づけること

ができる能力を養うことを目的とする。 
臨床心理学 臨床心理学を広義に捉え、看護実践に役立つ諸理論および方法論を講義する。

まず、アセスメントに関して質問紙（心理尺度）の作成方法について解説し、

その応用例として高年齢や病者のQOLを規定する心理・社会的諸要因の研究を

取り上げ、臨床心理学の看護への貢献について考察する。また、カウンセリン

グの基礎理論と諸技法を習得させ、看護実践への応用を目指す。さらに、臨床

心理的地域援助、即ちコミュニティ心理学の基本的考え方を、癌患者のサポー

ト・グループに関する介入研究やインフォームド・コンセントに関する医療倫

理学的研究を例として解説する。 
研 究 方 法 

生体・生理学的研究 
臨床医学的研究 

医療場面における研究は、治療効果の追求であると同時に原因追求および人間

の生体の変化を丁寧に観察することから出発する。それらを方法論として基盤

に位置付け、看護研究の方法論に応用できるように学習する。 
先 端 医 療 近年、工学的手法やテクノロジーを医学に持ち込み、従来できなかった先端医

療が次々に実現されることとなった。本科目は幅広いテクノロジーと医学の融

合によって誕生する先端医療について解説する。特に、再生医療の発展はめざ

ましく、薬物治療とは異なる効果が期待でき、この治療法について移植法との

相違について明確にしながら現状と将来について展望する。また遺伝子診断や

画像監視下手術、ロボット手術についても最近の進歩を解説し、今後、大きく

変わる先端医療全体の流れと、診断、治療と手術の将来について講義する。 
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語演習 海外における看護の情報を積極的に学ぶ姿勢を養うとともに、日本の情報、自

分の研究内容を海外に発信することができるようになるための英語演習をおこ

なう。日本人の苦手とする英語論文理解・国際学会における発表を克服するた

めに、典型的な英語表現や英語による発表スタイルのコツを習得する訓練を通

して、英語によるコミュニケーション・スキルの向上を目指す。 
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

基 

盤 

自
由
選
択
科
目 

臨床薬理学☆ 対象者の健康問題に応じた薬物治療を薬力学的、薬物動態学的見地から理解した

上で、専門看護師として、対象者の薬物治療の有効性と安全性を最大限に高め、

最良の治療や症状緩和のケアの提供に参画するための知識、技術を修得する。 

フィジカルアセスメント☆ 複雑な健康問題をもった対象の身体・精神状況を診査し、日常生活のアセスメ

ントを含んだ臨床判断を行うために必要なフィジカルアセスメントの知識と技

術を習得する。 
病態生理学☆ 身体が恒常性を維持する機能の基礎知識を理解した上で、症例をもとに異常を

きたす原因、経過、主な症状、治療・処置について学び、今後専門看護師に求

められる対象の病態生理学的変化を解釈、判断、実践するために必要な知識と

技術について教授する。 

専 

攻 

看
護
基
礎
科
学
（
食
看
護
学
・
基
礎
看
護
学
） 

食看護学特論Ⅰ 人間生活の営みの基本である「食」に焦点をあて、食をめぐる諸学問の概観を

し、食生態学的視点で食を問う。また、多様な暮らし、健康状態の人にとって

のQOLを高める食とはについて考え、食の援助の歴史的変遷を通して、今日の

社会が抱える食の問題、その中で今後の食を中心とした生活への援助における

看護が果たす役割について、展望する。 
食看護学特論Ⅱ ヘルスプロモーションの変遷と今日の活動の実態、健康政策や健康教育のため

の行動学的、食生態学的アプローチについて探求する。食生活を中心とした家

族関係と教育効果については、交流分析を用い、実践的レベルにて探求する。 
食看護学特論Ⅲ 食看護学における食看護アプローチの科学的実践方法について多角的に探求す

る能力を養う。 
食看護学特論Ⅳ 発展途上国および先進国での食生活の現状の比較検討から、今後の食生活援助

のあり方および食看護の方向性について検討する。 
食看護学演習Ⅰ 高度医療の特定機能病院の実状にふれ、また、特定の地域に生活する人々の食

生活の実状を参加観察し、食生活に関する問題把握および食看護への具体的ア

プローチについて探求する能力を養う。 
食看護学演習Ⅱ 食看護ケアの具体的な援助とその効果を実証し、人々の健康の保持増進に役立

てることが出来るように、創造的・研究的に発展させ、提言できる能力を培う。 
食看護学特別研究 “食は人をつくる”という理想を貫き尊重しつつ、現代の食生活の問題点の様

相をあらゆる角度からとらえ、浮き彫りにし、これらの課題に看護者としてど

のように対処していくのか、その方向性を探求し、論文とする。また、食への

具体的援助を通して人々の生活の質（QOL）の向上に寄与するための、食看護

学研究の推進を図る。 
基礎看護学特論Ⅰ 看護や看護技術の歴史、最新の看護技術の研究を踏まえて看護の実践や教育の

場における看護技術の本質・看護技術における倫理・看護技術教育･看護技術の

方法について探求する能力を養う。 
基礎看護学特論Ⅱ 看護技術における安楽に焦点をあて、理論を用いて分析する能力を身につける。

それを通して、安楽の構成要素、対象との援助関係、安楽と安全の関連性、援

助のあり方について検討し、個々のニーズに応じた安楽の看護技術提供のあり

方を探求する。 
基礎看護学特論Ⅲ 看護学の主要概念である「人間」・「健康」・「環境」を身体・心理・社会・

スピリチュアルな側面を含むホリスティックな看護技術の提供のあり方を探求

する。 
基礎看護学特論Ⅳ 
 

看護技術および看護技術教育における指導過程に焦点を当て、指導計画、実施、

評価に関する理論を学習し、対象に応じた質の高い看護技術の開発や様々な対

象へ効果的な看護技術のあり方を探求する。 
基礎看護学演習Ⅰ 看護技術教育の事例を検討し、看護技術教育の理論化や看護実践能力を向上さ

せるための方向性を探る。 
基礎看護学演習Ⅱ 看護技術の指導案の作成・実践・評価を行ない、根拠を探求し、伝え、使える

看護技術教育のあり方を創造する。 
基礎看護学特別研究 学生個々の研究テーマに沿って具体的な方法論および研究内容に関する討議を

通して、個々の研究テーマを極める。その過程を通して、自立して研究論文を

作成し公表できる能力を修得する。 
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

専 

攻 

看
護
管
理
学 

看護管理学特論Ⅰ 看護管理学の概念枠組みを用いて、看護サービス提供システムについて、先進

諸国の医療政策、時代背景と比較しながら時代に即した看護の変化を創造する

ために必要な理論や課題を追求する。 
看護管理学特論Ⅱ 組織における人間の行動について理論を活用しながら分析できる能力を身につ

け、多様な組織における管理のあり方、管理者としての機能を追求する。 
看護管理学特論Ⅲ 保健医療福祉における経済的管理に焦点を当てるもので、看護経済学の概念、

看護ケアの経済評価の基本について探求し、21世紀における診療報酬制度や医

療制度が看護にもたらす変化を分析し、戦略的看護サービスを実践するための

看護管理者の役割と課題、将来展望について探求する。 
看護管理学演習Ⅰ 看護管理の実践場面において、既修の理論を活用しながら組織における管理者

としての機能について、その現象を分析できる能力を養う。具体的には、医療

施設において看護管理者について実習を行う。 
看護管理学演習Ⅱ 看護管理の創造として、先駆的・創造的看護管理の発想を展開させる能力開発

を行う。具体的には、さまざまな機関において先駆的な管理者の下で実習を行

う。 
看護管理学特別研究 世界的な視野から看護管理全般、看護行政または保健医療福祉政策・経済に関

して時代の趨勢を反映した現在または未来の看護としてのあり方を追求した

り、組織分析や変革を通して創造的看護管理を実践するための手法を追求する

ことを目的として研究を行い、論文としてまとめる。 

看
護
職
生
涯
発
達
学 

看護職生涯発達学特論Ⅰ 実践科学である看護学の特徴を踏まえ、自分と他者とが関与する場において「聴

くこと」「語ること」「対話すること」「省察すること」などを通して、その

過程で創造される『知』について、理論的かつ実践的に探求する。 
看護職生涯発達学特論Ⅱ 質の高いケアの提供者を育成するという看護学の観点から、看護基礎教育と継

続教育の有機的かつ相補的統合を視野に入れながら、「成人教育（アンドラゴ

ジー）」「教育課程」「教育方法」「教育評価」「教育研究」に関する理論を

学修し、さらに新規で独創的な教育計画の開発・実施・評価の方法を探求する。 
看護職生涯発達学特論Ⅲ 生涯発達理論を基盤とした個々の看護師の生涯発達を軸とし、「組織論」「変 

革理論」「キャリアデザイン／キャリアカウンセリング」等に関する理論の学 
修を通し、人を育てる組織の創造とその活用の方法について探求する。 

看護職生涯発達学演習Ⅰ 学生が選択したフィールドにおいて、看護の『知』の創造のプロセスを実践的

に探求する。（場は看護実践あるいは看護教育の場。対象者は学生あるいは看

護師あるいはその他の人々） 
看護職生涯発達学演習Ⅱ 学生が選択したテーマについて、教育的機能を発揮しながら対象者に関わり、

その過程をとおし自己あるいは組織の課題を探求する。 
看護職生涯発達学特別研究 看護職生涯発達学領域の研究テーマを発見し、研究プロセスを踏むことを通し

て、臨床実践や教育に貢献できる研究能力の基礎を養う。 

実
践
看
護
学Ⅰ

（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
・
が
ん
看
護
学
） 

クリティカルケア看護学特論Ⅰ 急性期の患者および家族の抱える心理・社会的問題の特徴を理解するために必

要な諸理論を学び、強度なストレス状況下における心身の変化について的確に

アセスメントができる能力を獲得する。 
クリティカルケア看護学特論Ⅱ クリティカル状況下において、人間の体位、姿勢、活動および情動反応による

生理学的変化について正常な状態に対比して異常な状態におけるアセスメント

ができ、根拠に基づいた看護介入ができる能力を獲得する。 
クリティカルケア看護学特論Ⅲ クリティカル状況下における患者の呼吸、循環、代謝の変化に示された病態生

理のアセスメントをすることができ、治療環境に応じた総合的な医学的知識を

踏まえて、看護介入ができる能力を養う。 
クリティカルケア看護学特論Ⅳ 拘束状態にある心身統一体としての患者とその家族に対する援助的かかわりに

ついての理論を学ぶ。 
クリティカルケア看護学特論Ⅴ クリティカル期における患者に対し、治療環境を整えながら苦痛を緩和し、人

間としての尊厳を保持し、チームによる心理的・社会的支援ができるための諸

理論および看護介入を学ぶ。 
クリティカルケア看護学演習Ⅰ 救命救急の治療をすすめる状況において必要な医学的知識および技術を理論的

に学び、医療機器を装着する患者および家族に対する心理的状況を把握し、専

門看護師として実践できる能力を養う。また、治療環境を管理・調整し、専門

職種間のコーディネートに必要な基本的知識を学ぶ。 
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看
護
学Ⅰ

（
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学
・
が
ん
看
護
学
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クリティカルケア看護学演習Ⅱ クリティカル状況下において特徴的に示される道徳的価値葛藤状況を適切に認

識し、患者の人権擁護の立場から倫理的問題を解決できるための理論的基礎を

学ぶ。 
クリティカルケア看護学実習 ICU、CCU、救命救急センターなどでの緊急の場に於いて、クリティカル状態

にある人々の病態および心理的状況の観察および把握ができ、アセスメント、

計画、ケアの実践、評価へと発展しうる能力を養う。また、患者との人間関係

を成立させ相談・教育活動の実践、倫理的な問題の調整、さらに他職種間の連

携調整ができ、そのような実践活動の展開のなかで事例を構造的に分析するこ

とを通して研究的思考が培われるように教授する。 
クリティカルケア看護学課題研究 クリティカルケア看護学領域において、特定の課題を研究的視点から探求し、

課題に即した研究方法を学ぶ。 
クリティカルケア看護学特別研究 クリティカルケア看護学の領域において、特定のテーマを選択し、研究を行う

過程を通して自立して研究活動ができ、研究論文を作成し公表できる能力を修

得する。 
がん看護学特論Ⅰ 専門的ながん看護の基盤となる基礎的概念と主要理論、ならびにその活用につ

いて探求する。 
がん看護学特論Ⅱ がんの分子生物学、遺伝子を含む病態生理学全般を学び、がん看護に関連した

専門的な知識を深める。 
がん看護学特論Ⅲ がん患者の複雑な健康問題に対して包括的な支援を提供できるよう看護援助の

方法を修得する。診断、治療の原理と最新事情を学び、それに伴う患者や家族

の反応に対処できるように身体管理・看護ケアの概要を修得する。 
がん看護学特論Ⅳ がん治療によってもたらされる身体の器質的・機能的な変化に対して、身体・

心理・社会的な働きかけを行い、機能の改善方法を提供し、生活の再構築にむ

けて患者が自らQOL、セルフケア能力を高めることができるような援助を考究

する。 
がん看護学特論Ⅴ がんおよびがん再発の予防・早期発見をめざし、知識、情報、技術を統合し、

自己検診や生活の調整、管理ができるような支援・教育方法のため知識・技術

を修得する。社会に対するがん予防・早期発見のための啓発のため知識・技術

を修得する。さらに治療選択における意思決定の支援のための知識、技術を修

得する。 
がん看護学演習Ⅰ がん薬物療法の有害事象の予防・早期発見・早期対処を行い、治療の継続およ

び治療中の生活の質を高めるために必要な看護について学ぶ。セルフケア能力

向上のための方略について探索する。 
がん看護学演習Ⅱ がんがもたらすあらゆる苦痛症状および苦悩を包括的に理解し、エビデンスに

基づいて適切なキュアとケアを統合して提供する能力を修得する。薬物療法、

理学療法的介入、心理的支援等包括的な介入についてリソースを活用し展開す

る能力を修得する。End of Life Care や家族のグリーフワークについて知識と

技術を習得する。 
がん看護学演習Ⅲ☆ がん治療過程で特有な身体症状および精神心理的苦痛に関する専門的知識を深

め、エビデンスに基づく的確な臨床判断を行うことができる。対象者のQOLの
維持・向上に向け看護実践に必要なアセスメント・援助技法を修得する。 

がん看護学実習Ⅰ がん看護専門看護師の諸活動が実践されている場への主体的な参加を通し、が

ん看護専門看護師としての役割や機能を発揮するために必要な知識・技術・態

度について体験的に学習し、専門看護師の役割を担うための自己の課題を明ら

かにする。 
がん看護学実習Ⅱ 地域がん診療連携拠点病院である本大学病院において、専門看護師に必要とさ

れている実践、相談、調整、教育、研究、倫理的調整等の実践能力の基礎を実

践の中で修得し、自己の課題とその解決方法を明確にする。また、他職種との

チーム医療の中で専門看護師の役割開発に関する学びを深める。さらに、在宅

支援推進室において、病棟と在宅における医療チームの連携のあり方や地域医

療コーディネーターとしての役割について学ぶ。 
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専 
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実
践
看
護
学Ⅰ

(

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
看
護
学･

が
ん
看
護
学) 

がん看護学実習Ⅲ☆ 症状緩和を必要としている患者・家族に対して、本大学病院の緩和ケア病棟に

おいて、トータルペインの視点から心理的な支援など包括的な介入について、

リソースを活用して展開する実践方法を学ぶ。また、エンド･オブ･ライフ･ケア

や家族へのグリーフケアの実際について修得する。 
がん看護学実習Ⅳ☆ 在宅療養中のがん患者・家族に必要な卓越した直接的ケアを行う。また、医療

チームとの連携のあり方や医療連携を推進することのできる地域医療コーディ

ネーターとしての役割について在宅訪問実習を通して修得する。さらに在宅が

ん看護実践における自己の課題とその解決方法を明確にする。 
がん看護学課題研究 講義、演習、実習を通して、研究的視点からがん看護におけるテーマを見出し、

科学的な過程を踏んで実践に寄与する研究を行う。 
がん看護学特別研究 がん看護学特論および演習で得た知見をもとに、がん看護学領域における課題

を追求し研究テーマを見出す。研究のプロセスを通して、がん看護実践やがん

看護教育の発展に寄与する基礎的研究能力を養う。 

実
践
看
護
学Ⅱ

（
ウ
ー
マ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
） 

ウーマンズヘルス特論Ⅰ 出生前の発生・生理の状態から始まり、出生後はライフステージ各段階にある

女性特有のホルモンを中心にした身体の変化と精神の変化やその対応策、なり

やすい病気の予防などについて、データに基づいて女性のライフステージ各段

階のヘルスケアについての基礎を修得する。 
ウーマンズヘルス特論Ⅱ 世界的視野から女性のヒューマン・セクシャリテイ、リプロダクテイブ・ヘル

ス/ライツ、ジエンダーの視点から女性特有の健康問題を探る。女性への暴力事

象については、ジエンダーの視点から問題分析し、性暴力被害者へのケア能力

の基礎を修得する。 
ウーマンズヘルス特論Ⅲ 女性のライフサイクルの各段階で味わう経験の諸相を学び、女性という対象の

生き方・環境・健康問題について探求し、女性を対象にした看護介入を行うた

めの技法に関する基礎を修得する。 
ウーマンズヘルス特論Ⅳ 国内外のウーマンズヘルスについて理解を深めるとともに発展途上国での援助

活動等へ貢献できる基礎的能力を修得する。 
ウーマンズヘルス演習Ⅰ 女性看護学領域の研究の動向（国内・外）と健康に対する課題を理解し、各自

の研究課題をみいだし、研究的アプローチを修得する。 
ウーマンズヘルス演習Ⅱ 女性の生涯の健康を視野に入れ、性と生殖に関する健康教育援助技術を検証し、

科学的根拠に基づくよりよい専門的な援助技術の開発に向けた研究的思考過程

を学ぶ。さらに女性の意思や希望を最大限に尊重した支援を実施する能力を修

得する。 
ウーマンズヘルス実習 妊婦・産婦・褥婦・新生児に関する水準の高い助産診断・技術の実践を行う。

さらにハイリスク事例のケアを実践する。また実践者に必要な役割としての教

育・相談・調整能力を培い、さらに地域における助産所のケアの構築について、

医療連携を踏まえて実践する能力を修得する。 
ウーマンズヘルス課題研究 特論及び演習で学び得た知識と技術を基に、直接的看護介入や助産診断技術に

関する研究テーマを導き出し、一連の研究プロセスを通した、専門的看護・助

産援助の質の向上に寄与する臨床研究能力を養う。 
ウーマンズヘルス特別研究 特論及び演習で学び得た知識を基に、ウーマンズヘルス領域における各自のテ

ーマを導き出し、一連の研究プロセスを通してウーマンズヘルスに寄与する基

礎的研究能力を養う。 
実
践
看
護
学Ⅲ

（
老
年
看
護
学
） 

老年看護学特論Ⅰ 老年看護で用いる理論、概念について学ぶとともに、老年看護における倫理的

課題について探究し、高齢者とその家族を対象にした看護を実践するための理

論的基盤を養う。 
老年看護学特論Ⅱ 高齢者の健康生活上のニーズを知るために必要な、健康と生活機能、家族、介護、

環境等の評価方法の理論的基盤を理解し、統合して評価する能力を修得する。 
老年看護学特論Ⅲ 高齢者の健康レベルに応じた生活の質を維持、向上するための看護につ

いて探求すると共に高齢者に多く見られる健康事象について現状を分

析し、看護の開発や評価の方法を探る。 
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護
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老年看護学特論Ⅳ 個人に最適なサービス調整や他職種との連携を促進し、継続看護を展開す

るための能力を養う。さらに高齢者への保健医療福祉政策やシステム構築

のプロセスを学び、ケアシステム開発能力を養う。老年者の保健福祉政策

の現状をグローバルな視点から分析し、今後の方向性を提案できる。 
老年看護学特論Ⅴ☆ 老年期に多くみられる症候について、リスクの程度を判断し、適切に対応する

ための能力を養う。フィジカルアセスメントや検査方法を学び、ハイリスク状

況を査定できる能力を修得する。もってこれらが高齢者の質の高い生活を継続

するための方法であることを理解する。 
老年看護学演習Ⅰ 急性期における老年看護領域の研究から質の高い実践方法、評価アセスメント

について文献購読し、エビデンスに基づいた質の高い看護実践とアセスメント

の方法を理解する。特にせん妄や、一般病棟に入院する認知症高齢者に質の高

い看護を提供するための方法を習得する。研究的視点を持って事例を詳細に検

討し、老年看護の特徴および専門性について探求する。臨床の場において看護

実践の場面を、看護理論を用いて振り返り、学生間で討議する。領域における

専門性について自己の考えを明確にする。 
老年看護学演習Ⅱ 在宅における老年看護領域の研究から質の高い実践方法、評価アセスメントに

ついて文献購読し、エビデンスに基づいた質の高い看護実践とアセスメントの

方法を理解する。特に終末期看護、退院調整について理解する。研究的視点を

持って事例を詳細に検討し、老年看護の特徴および専門性について探求する。

各臨床の場において看護実践の場面を、看護理論を用いて振り返り、学生間で

討議する。領域における専門性について自己の考えを明確にする。 
老年看護学実習Ⅰ 急性期の病棟に入院している高齢者（特に認知症高齢者）と在宅療養をしてい

る高齢者（特に終末期、あるいは退院調整の必要な高齢者）に対して、研究的

視点を持ちながら、最新の知識と技術を用いた看護実践を行う。そして看護ス

タッフからの相談への対応、スタッフへの教育、保健医療福祉チームとの調整

など、現場の改革者としての独自の行動を発展させる能力を修得する。事例報

告と高度実践看護師の役割機能についてのレポート作成 
老年看護学実習Ⅱ☆ 高齢者の病態生理、薬物療法を踏まえ、フィジカルアセスメントによりリスク

の程度を判断し、適切な対応を行う能力を修得する。フィジカルアセスメント

技法を習得する。事例報告書作成 
老年看護学課題研究 老年看護学実習に関連するテーマを選択し文献研究を行い論文を作成する。 
老年看護学特別研究 老年看護学における理論開発、老年者とその家族の健康と生活を支えるアセス

メント方法の開発、評価、実践方法に関する研究を通して、老年者のQOLの向

上を探求する。 

実
践
看
護
学Ⅳ

（
精
神
看
護
学
） 

精神看護学特論Ⅰ 精神保健医療・看護の歴史、法制度の変遷、国際的な動向などを、文献

を通して踏まえ、現行の精神保健医療制度を批判的観点から把握すると

ともに、わが国における精神保健問題の現況を把握し、今後の精神保健

医療において看護職が果たす役割を展望する。 
精神看護学特論Ⅱ 精神分析理論、精神病理学理論、対人関係論等、精神看護学を構成する

基礎的理論を学び、対象をアセスメントし、関係を形成し、看護介入を

行うための理論的基盤を養う。 
精神看護学特論Ⅲ 精神看護倫理の基礎理論、当事者論等を学び、精神保健医療サービスの

ユーザーの権利を保護し、当事者のリカバリーを支援する看護活動展開

のための理論的基盤を養う。さらに当事者の側から求められる精神保健

医療・看護について、リカバリーモデルおよびストレングスモデルを基

盤に洞察する。 
精神看護学特論Ⅳ 心身一元論の立場より、ホリスティック・アプローチを基本とするリエゾン精

神看護の役割と機能、その理論的枠組み、対象の特徴、活動の実際などについ

て、実践的レベルで探求する。 
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

専 

攻 

実
践
看
護
学Ⅳ

（
精
神
看
護
学
） 

精神看護学特論Ⅴ☆ 精神科薬理学、精神科薬物治療論について学び、精神科薬物療法の効果（作用・

副作用）をアセスメントできる能力を養うとともに、服薬心理教育等、薬物療

法を受けている患者への看護について学ぶ。 
精神看護学演習Ⅰ 精神状態のアセスメントならびに個対個の関係の展開、集団における関係

について、実践的な演習を通して学習し、対象理解と自己理解を深め、看

護介入の基本となる精神状態のアセスメントの技術と対人関係的技術を

習得する。 
精神看護学演習Ⅱ 心理教育、家族心理教育、認知行動療法、薬物療法への援助など精神看護

における教育治療的介入技法を演習を通して学習するとともに、身体合併

症看護、自殺予防、衝動行為への対処、早期介入、リハビリテーション精

神看護など、精神看護の多様な実践について焦点化して学び、新しい援助

方法開発の可能性を探求する。 
精神看護学演習Ⅲ 特定の精神保健問題について、さらに専門的な知識と技術を獲得するため

に、学生は以下の領域からいずれかを選択し、その領域の看護援助方法論

について、文献学習とフィールドワークを通して探求する。 
（領域）救急・急性期看護、慢性・長期入院看護、薬物依存症看護、児童・

思春期看護、うつ病看護、身体合併症看護、精神訪問看護・地域精神看護、

リエゾン精神看護 
精神看護学実習Ⅰ 基盤分野、ならびに精神看護学特論Ⅰ～Ⅴ、精神看護学演習Ⅰ～Ⅲの学習

をもとに、CNS の役割と機能を学習し、専門看護師としての実践能力の基

礎を養う。 
(1)精神科医療施設における CNS の役割と機能について参加観察を通して

学習する。 
(2)各自の関心テーマに基づいて、独自に実習の焦点を定め、それに基

づいて実習中に参加観察を行う。 
精神看護学実習Ⅱ 精神科医療施設において、直接的看護介入を実施し、スーパービジョ

ンを受けることで、ケース理解を深め、提供した看護介入を評価する

ことで、より専門的な高度看護実践能力を習得する。 
精神看護学実習Ⅲ☆ 学生各自が選択する、救急急性期、慢性期、依存症、リエゾン等の精

神看護の専門領域において直接的看護介入を実施し、スーパービジョ

ンを受けることで、ケース理解を深め、提供した看護介入を評価する

ことで、より専門的な高度看護実践能力を習得する。 
精神看護学実習Ⅳ☆ 基盤分野、ならびに精神看護学特論Ⅰ～Ⅴ、精神看護学演習Ⅰ～Ⅲの

学習をもとに、施設内において相談・調整・倫理調整などの間接ケア

を実際に体験し、専門看護師としての間接ケア能力を養う。 
精神看護学課題研究 精神看護学特論および演習で得た知識と技術をもとに、精神看護における直接

的看護介入ならびに間接的看護介入に関する問題群の中から、各自が関心を有

するテーマを定め、系統的な文献の検討を行うことで、精神看護学の実践に役

立つエビデンスを明らかにし、総説論文としてまとめる。 
精神看護学特別研究 精神看護学特論および演習で得た知見をもとに、精神看護学領域における各自

の問題意識を精錬し、研究テーマを発見するとともに方法論的吟味を行い、一

連の研究プロセスを通して精神看護学の学的発展に寄与する基礎的研究能力を

養う。 

実
践
看
護
学Ⅴ

（
地
域
看
護
学
） 

地域看護学特論Ⅰ 行政看護（公衆衛生看護）・産業看護・在宅看護の各分野における看護専門職

として個人・家族・集団に対する専門的な看護ケアの本質論、地域看護活動に

おける看護倫理、地域看護の主要な概念、および介入方法の変遷と近年の動

向、ケアの質の管理、運営方法等の開発に関わる能力を養う。 
地域看護学特論Ⅱ コミュニティとしての組織・集団の成員における生涯健康とQOLの向上を

めざし、地域看護領域で広く用いられている健康政策の技法を学ぶ。特に、

行政看護活動の事業化および政策化のプロセス、および地域と職域を結ん

だ関連機関とのネットワーク等を構築するための基礎的能力を養う。 
地域看護学特論Ⅲ 地域・職域で生活を共有する人々の健康およびQOLの向上のための主要な

活動であるヘルスプロモーション・健康教育について、その理念を理解し、

健康教育の具体的なプログラムの開発評価に関わる能力を養う。 
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

専 

攻 

実
践
看
護
学Ⅴ

（
地
域
看
護
学
） 

地域看護学特論Ⅳ 地域ケアシステムの構成要素および構築プロセスを分析する。また地域におけ

る各種ケアシステムおよび社会資源の現状と課題をアセスメントし、その発展

の方向性を探求する。さらに、在宅ケアシステムの構成要素と構築プロセスを

分析し、現状と課題の査定、発展の方向性を探求し、効果的なケアシステム開

発の能力を養う。  

地域看護学特論Ⅴ 地域看護学をめぐる最新の課題を明確にし、活動を発展させ貢献しうる量

的・質的研究方法論の実際を学ぶ。その中で、データ収集技法、面接技法、

調査と測定の方法、および介入研究の方法を修得する。 

地域看護学特論Ⅵ☆ 保健師活動における地域アセスメントおよび地域看護診断の基礎となる疫学・

高度保健統計学的手法を習得し、地域ケアにおける情報リテラシー、すなわち

体験やメディアを通じて得られる大量の情報の中から必要なものを探し出し、

地域の健康課題に即して加工し、意思決定を下したり、アウトカムを記述しエ

ビデンスを得るための知識と技能を養う。 

地域看護学演習Ⅰ 地域看護分野（CNS コースは行政看護分野）において、各自の関心あるトピッ

クスを選択し、それぞれの分野における現状のアセスメント、課題の明確化、

その課題を解決するための活動計画の立案、またそれらの活動をマネジメント

していくために看護が果たすべき役割について検討する。 

地域看護学演習Ⅱ 行政看護分野において、実際に行われている活動の評価を行うことを通し、行政

看護専門看護師に求められる機能を明確にする。具体的には、行政看護分野のフ

ィールドにおける活動全般について見学し、対象集団の包括的な健康状態、行政

保健組織の位置づけ、既存の研究成果などから学びを深め、行政看護実践者やそ

の関連職種者とのディスカッションなどを通して活動全般の批判的評価を試み

る。諸活動の成果と専門看護師に求められる機能との関連を考察し、将来的に質

の高い実践力をつけるために必要な専門的能力の基礎を養う。 
地域看護学実習Ⅰ 行政看護分野において、都市と地方の双方におけるフィールドワークを企画・

実行し、看護実践活動をと通して、行政看護領域の専門的な活動方法論および

専門看護師に求められる 6 つの能力の具体化について探索する。さらに、学際

的他職種が連携した活動を行うのに必要なコーディネート能力とリーダーシッ

プ能力の基盤を養う。 

地域看護学実習Ⅱ 産業看護の場における直接的な看護活動を通して、その専門性を学ぶとともに、

地域看護専門職種間と協働の実際を学び、産業看護分野との連携を実践により

理解する。  
地域看護学実習Ⅲ☆ Population-centered approach を基盤として、行政看護分野において、

多職種のヘルスケア専門職との協働による行政看護事業の政策プロセス

の実際を実践的に学習し、保健・医療・福祉を含めた包括的な地域ケアシ

ステムの中での行政看護のリーダーシップを学習する。さらに、地域特性

と新しい公衆衛生看護学のエビデンスの知見を踏まえて、行政看護事業の

アウトカムの評価と改善の方法を実践的に学習する。 

地域看護学課題研究 地域看護の新たな実践方法の開発や、ヘルスケアシステムの構築に関連す

る内容を中心とした研究活動を通して、地域看護専門看護師の実践家とし

て、現場での活動を行っていく上で効果的な方法と、精錬された技術の向

上へと応用する課題を論文形式で提出する。 

地域看護学特別研究 量的アプローチと質的アプローチを組み合わせ、修得した調査・測定技法を応

用して、地域看護の対象特性や健康問題の明確化、環境と人々の健康や生活と

の関連性の実証、各種ヘルスケアシステムの構築、地域看護学教育方法の開発

等を中心とした研究のプロセスを踏み、地域看護実践や地域看護教育に応用で

きる基礎能力を養う。 
実
践
看
護
学Ⅵ

（
小
児
看
護
学
） 

小児看護学特論Ⅰ 小児看護の対象理解のため、親子を巡る現代社会の特徴を踏まえ、子どもと家

族の成長・発達および援助理論について、心理・社会学的な側面から理解を深

める。 
小児看護学特論Ⅱ 看護の対象である子どもの心身の発達を査定するために、発達診断と評価につ

いて目的、意義、方法、看護への応用の理論や技法の理解を深める。 
小児看護学特論Ⅲ 臨床において、子どもの最善の利益を保証するための倫理的判断に基づき、小

児と家族に適切に援助する能力を修得することを目的に、小児医療および小児

看護において発生しやすい倫理的諸問題についてその現状と、状況に応じた対

応について学習する。 
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授 業 科 目 名 講 義 等 の 内 容 

専 

攻 

実
践
看
護
学Ⅵ

（
小
児
看
護
学
） 

小児看護学特論Ⅳ 子どもと家族を取り巻く小児保健・医療・福祉制度に関して歴史と現状をふま

え、施設および地域における小児と家族への具体的援助方法および制度の活用

について理解を深める。 
小児看護学演習Ⅰ 小児のフィジカルアセスメント（呼吸器系・循環器系・代謝系・脳神経系・感

覚器系など）および子どもと家族の包括的なアセスメントを実践的に学ぶ。 
小児看護学演習Ⅱ 専門看護師の役割として、複雑な健康問題を抱える子どもと家族への看護実践、

教育、コンサルテーション、関係機関の調整、他職種との協働、社会的資源の

活用、患者会活動の支援の実際について理解を深める。 
小児看護学演習Ⅲ☆ 臓器移植を受ける子ども、救急処置を受ける子ども、集中治療を受ける子ども、

在宅医療を受ける子ども、虐待を受けた子どもなど、特殊な状況にある子ども

の看護に関して、学生の専門性を考慮してテーマを設定し、集中的に病態の理

解から支援とその評価について学ぶ。 
小児看護学実習Ⅰ☆ 小児の診断治療実習 

小児に特有な疾患の診断治療過程を見学実習し、10例以上についてレポートに

まとめる。 
小児看護学実習Ⅱ☆ 専門看護師実習1 

専門看護師の役割、機能に関して、専門看護師の活動に同行、見学し理解を深

める。専門看護師の役割機能に関する学びをレポートする。 
小児看護学実習Ⅲ 専門看護師実習 2 

複雑な健康上の課題を持つ小児と家族に対して直接的ケア 5事例以上、相談・

調整・倫理調整・教育 各2事例以上について経験し、レポートにまとめる。 
小児看護学課題研究 小児看護学特論および演習で習得した知識と技術、および小児看護学実習で得

た看護実践に関する問題意識や知見を元に、文献検討を通して臨床での看護

実践に関する研究課題について知見を得る。 
小児看護学特別研究 小児看護学特論および演習で習得した知見や問題意識を元に、看護上の課題に

ついて研究的にとり組み、研究論文を作成する。研究的プロセスを踏むことに

より、研究能力を修得する。 

助
産
選
択
科
目 

助産学特論Ⅰ 
（基礎助産学） 

助産学の基盤となる概念および理論をふまえ、 周産期の女性と胎児・新生児の

well-beingおよび成長・発達を診断するために必要な解剖・生理学の基礎を学

ぶ。さらに性と性殖に関する基礎的知識・健康問題に関する基礎的能力を修得

する。 
助産学特論Ⅱ 
（助産診断・技術学） 

助産過程の展開に必要な診断の技法及び助産実践に必要な基本的な技術を学

ぶ。さらに、性と性殖の健康問題について相談・教育・援助活動ができる基礎

的能力を修得する。 
助産学特論Ⅲ 
（地域母子保健） 

地域の母子保健を推進するための基本的な理解と社会資源の活用や保健・医

療・福祉機関との調整ができる能力を修得する。 
助産学特論Ⅳ 
（助産管理） 

専門職者としての助産所管理・運営能力や、施設・地域でのリーダーシップが

発揮できるように、助産マネジメントの理論や知識を修得する。 
助産学演習Ⅰ 
（基礎助産学） 

助産師の機能と役割を理解し母子保健活動に必要な、生命倫理、助産の変遷、

母子保健と諸制度を学ぶとともに母子の健康に影響を及ぼす環境因子、性と性

殖に関連する疾患・異常や妊娠・分娩・産褥・新生児の異常についての基礎的

能力を修得する。 
助産学演習Ⅱ 
（助産診断・技術学） 

助産学領域で実践されている特定の援助技術について、従来の研究成果を比較

分析し、助産についてのエビデンスを検討する。さらに、周産期の女性と胎児・

新生児のwell-being、分娩開始および進行の診断方法や分娩介助技術を学び、

事例学習を通じて基礎的な助産過程を展開する。さらに、実習終了後に体験し

た事例の援助技術を検証し、よりよい助産援助技術の開発に向けた研究的思考

過程を学ぶ。 
助産学実習 Evidence-based Practice（EBP）の知識を生かして、妊婦・産婦・褥婦および

胎児・新生児のケアに必要な診断を行い健康教育や分娩介助を実践する。 
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三好麻実子 

小泉 雅子 

 

遠藤奈津美 

 

大友 陽子 

林  千草 

伊東 俊雅 

大堀 洋子 

末永きよみ 

三村 直美 

 

吉川  信 

富川由美子 

篠  聡子 

山内 典子 

 

安田 妙子 

高澤みゆき 

金子恵美子 

山田咲樹子 

木所 篤子 

宮崎歌津枝 

江川 知子 

特任助教 

 

兼担講師 

兼担講師 

 

兼担講師 

 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

兼担講師 

臨床薬理学 

 

看護職生涯発達学演習Ⅱ 

クリティカルケア看護学特論Ⅲ、 

クリティカルケア看護学実習 

クリティカルケア看護学演習Ⅰ、 

クリティカルケア看護学演習Ⅱ、小児看護学演習Ⅱ 

クリティカルケア看護学演習Ⅰ、小児看護学演習Ⅱ 

クリティカルケア看護学実習 

がん看護学演習Ⅰ 

がん看護学演習Ⅰ、がん看護学実習Ⅱ、 

がん看護学演習Ⅲ 

がん看護学演習Ⅰ、がん看護学演習Ⅱ 

がん看護学実習Ⅱ、がん看護学実習Ⅲ 

がん看護学演習Ⅱ 

ウーマンズヘルス演習Ⅰ、小児看護学演習Ⅱ 

老年看護学特論Ⅱ 

精神看護学演習Ⅰ、精神看護学実習Ⅲ 

精神看護学実習Ⅳ 

精神看護学実習Ⅲ、精神看護学実習Ⅳ 

小児看護学特論Ⅱ、小児看護学演習Ⅱ 

小児看護学演習Ⅱ 

小児看護学演習Ⅱ、小児看護学演習Ⅲ 

小児看護学演習Ⅲ 

小児看護学演習Ⅲ 

コンサルテーション論 

 注１ 特任准教授 注２ 特任講師 

看護学研究科非常勤講師 

氏 名 担 当 科 目 

森川  功 

泉 真由子 

足立 智孝 

坂田 成輝 

武岡 真司 

武田 直也 

河村ナディレ 

香川 秀太 

佐藤 憲明 

 

吉村 美樹 

花出 正美 

新井 敏子 

秋山 正子 

近藤まゆみ 

小川 朝生 

野口真貴子 

太田喜久子 

Pamela A.Minarik 

江波戸和子 

池戸 啓子 

 

村嶋 幸代 

津波古澄子 

看護倫理 

家族論 

人間学 

保健統計学 

先端医療 

先端医療 

国際コミュニケーション英語演習 

看護職生涯発達学演習Ⅱ 

クリティカルケア看護学特論Ⅲ 

クリティカルケア看護学演習Ⅰ 

がん看護学特論Ⅲ、がん看護学特論Ⅳ 

がん看護学特論Ⅲ、がん看護学特論Ⅳ 

がん看護学特論Ⅳ、がん看護学特論Ⅴ、がん看護学演習Ⅱ 

がん看護学演習Ⅰ、地域看護学特論Ⅳ 

がん看護学演習Ⅰ、がん看護学演習Ⅱ 

がん看護学演習Ⅲ 

ウーマンズヘルス演習Ⅳ、助産学特論Ⅲ 

老年看護学特論Ⅲ 

精神看護学特論Ⅳ 

精神看護学演習Ⅱ 

地域看護学特論Ⅰ、地域看護学演習Ⅰ 

地域看護学実習Ⅰ、地域看護学実習Ⅲ 

地域看護学特論Ⅱ 

小児看護学特論Ⅰ 
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1.
2.
3.

Ann Marriner-Tomey 3 2004

1

A4 24 40 5

2012 10 12 13

/

1 4/17 10:35 12:00
2 4/24 10:35 12:00
3 5/ 1 10:35 12:00
4 5/ 8 10:35 12:00
5 5/15 10:35 12:00
6 5/22 10:35 12:00
7 5/29 10:35 12:00
8 6/ 5 10:35 12:00
9 6/12 10:35 12:00

10 6/19 10:35 12:00
11 6/26 10:35 12:00 M
12 7/ 3 10:35 12:00
13 7/10 10:35 12:00 B
14 9/ 4 10:35 12:00
15 9/11 10:35 12:00

－ 59 －



1.
2.
3.
4.

2010 2
& ( 2 ) 2006

/

1 4/13 10:35 12:00 1
2

4/20 9:00 12:00
3
4 4/27

10:35 12:00

2 3
5 5/11 4 5
6 5/18 6 7
7 5/25 8 9
8 6/ 1 9:00 10:25 13 14
9 6/ 1 10:35 12:00 18 22

10 6/ 8 10:35 12:00

11 6/15 9:30 10:55
12 6/15 11:05 12:30

13 6/29

10:35 12:00

1,2
14 7/ 6 5 6
15 7/20 9
16 7/27 10
17 9/ 7 11
18 9/14 12,13

19 9/21 15,16
20 10/12
21 10/19
22 10/26

－ 60 －



2000
2002

           

/

1 10/ 5 16:10 17:35
2 10/12 16:10 17:35 1
3 10/19 16:10 17:35 2
4 10/26 16:10 17:35 SOL QOL
5 11/ 2 16:10 17:35 1

6 11/ 9 16:10 17:35 1

7 11/16 16:10 17:35 2

8 11/30 16:10 17:35 2

9 12/ 7 16:10 17:35 3

10 12/14 16:10 17:35 3

11 12/21 16:10 17:35 4

12 1/11 16:10 17:35 4

13 1/18 16:10 17:35 5

14 1/25 16:10 17:35 5

15 12/21 10:35 12:00
16 1/11 10:35 12:00
17 1/25 10:35 12:00 4

－ 61 －



4 2004
E.

1999.
2007

/

1 3 10/ 4 13:00 17:30
4 5 10/11 13:00 16:00
6 7 10/18 13:00 16:00
8 9 11/ 1 13:00 16:00

10 11 11/ 8 13:00 16:00

12 15 1/ 6 9:00 16:00

－ 62 －



[ ] : 
, : 

) V.R.
; , ,

20 40 40

/

1 6/ 9 10:35 12:00

2 6/ 9 13:00 14:25

3 6/23 10:35 12:00

4 6/23 13:00 14:25

5 7/14 10:35 12:00

6 7/14 13:00 14:25

7 7/28 10:35 12:00

8 7/28 13:00 14:25

9 9/ 1 10:35 12:00

10 9/ 1 13:00 14:25

11 9/29 10:35 12:00

12 9/29 13:00 14:25

13 10/ 6 10:35 12:00

14 10/ 6 13:00 14:25
15 10/20 10:35 12:00

－ 63 －



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 /         

1 2 11/15  13:00 16:00  
 

3 4 11/22  13:00 16:00
 

 

5 6 11/29  13:00 16:00  

7 8 12/ 6  13:00 16:00  

9 10 12/13  13:00 16:00  

11 12 12/20  13:00 16:00  
 

13 14 1/10  13:00 16:00  
15 1/31  13:00 14:25  

 

－ 64 －



  
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

3 2002 
. . 1997 

1997 
2004 

1990 
 

 
25 1 25 13  

 
 

 /          

1 2  10/ 2   9:00 12:00  

3 4  10/16   9:00 12:00  
 

5 6  10/30   9:00 12:00  
 

7 8  11/13   9:00 12:00  
 

9 10  11/27   9:00 12:00  
11 12  12/11   9:00 12:00  
13 14  12/25   9:00 12:00  

15  1/15  10:35 12:00  
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 /          

1  11/10  9:00 10:25  
2  11/10  10:25 12:00  
3  11/10  13:00 14:25  
4  11/10  14:35 16:00  
5  11/10  16:10 17:35  
6  12/15  9:00 10:25  
7  12/15  10:25 12:00  
8  12/15  13:00 14:25  
9  12/15  14:35 16:00  

10  12/15  16:10 17:35  
11  1/19  9:00 10:25 
12  1/19  10:25 12:00  
13  1/19  13:00 14:25  
14  1/19  14:35 16:00  
15  1/19  16:10 17:35  

 

－ 66 －



1)
2011.

1) 2001.
2) 2007
3) 2003.
4)

2001.
5) 2009.

/

1 4/16 9:00 10:25
2 4/16 10:35 12:00
3 4/23 9:00 10:25
4 4/23 10:35 12:00
5 5/ 7 9:00 10:25
6 5/ 7 10:35 12:00
7 5/14 9:00 10:25
8 5/14 10:35 12:00
9 5/21 9:00 10:25

10 5/21 10:35 12:00
11 5/28 9:00 10:25
12 5/28 10:35 12:00
13 6/ 4 9:00 10:25
14 6/ 4 10:35 12:00
15 6/11 9:00 10:25

－ 67 －



/

1 10/ 9 10:35 12:00
2 10/23 9:00 10:25
3 10/23 10:35 12:00
4 11/ 6 9:00 10:25 1
5 11/ 6 10:35 12:00 2
6 11/20 9:00 10:25 1
7 11/20 10:35 12:00 2
8 12/ 4 9:00 10:25 1
9 12/ 4 10:35 12:00 2

10 12/18 9:00 10:25 1
11 12/18 10:35 12:00 2
12 1/ 8 9:00 10:25 3
13 1/ 8 10:35 12:00
14 1/22 9:00 10:25 1
15 1/22 10:35 12:00 2

－ 68 －



/

1 4/19 16:10 17:35
2 4/26 16:10 17:35
3 5/10 16:10 17:35

4 16:10 17:35

8 12 16:10 17:35

13 20 16:10 17:35
21 28 16:10 17:35

29 1/10 16:10 17:35
30 1/17 16:10 17:35

5 /17 5 /24 5 /31 6 / 7
6 /14   6 /21   6 /28   7 / 5 7 /12
7 /19   9 / 6    9 /13  10/ 4   10/11   10/18   10/25   11/ 1
11/ 8   11/15 11/ 22  11/29 12/ 6 12/13 12/20    12 /27

－ 69 －



/

1 6/11 10:35 12:00
2 6/18 9:00 10:25
3 6/18 10:35 12:00
4 6/25 9:00 10:25
5 6/25 10:35 12:00
6 7/ 2 9:00 10:25
7 7/ 2 10:35 12:00
8 7/ 9 9:00 10:25
9 7/ 9 10:35 12:00

10 7/23 9:00 10:25
11 7/23 10:35 12:00
12 9/ 3 9:00 10:25
13 9/ 3 10:35 12:00
14 9/10 9:00 10:25
15 9/10 10:35 12:00

－ 70 －



/

1 10/ 5 9:00 10:25
2 10/12 9:00 10:25 1
3 10/19 9:00 10:25 2
4 10/26 9:00 10:25 1
5 11/ 2 9:00 10:25 2
6 11/ 9 9:00 10:25 1
7 11/16 9:00 10:25 2
8 11/30 9:00 10:25
9 12/ 7 9:00 10:25

10 12/14 9:00 10:25 1
11 12/21 9:00 10:25 2
12 12/28 9:00 10:25 3
13 1/11 9:00 10:25 4
14 1/18 9:00 10:25 5
15 1/25 9:00 10:25

－ 71 －



1
2
3

1. 
2. 
3. 

5      

/

1 10/ 5 19:20 20:45

2 10/12 19:20 20:45

3 10/19 19:20 20:45
4 10/26 19:20 20:45
5 11/ 2 19:20 20:45
6 11/ 9 19:20 20:45
7 11/16 19:20 20:45
8 11/30 19:20 20:45
9 12/ 7 19:20 20:45

10 12/14 19:20 20:45
11 12/21 19:20 20:45
12 12/28 19:20 20:45
13 1/11 19:20 20:45
14 1/18 19:20 20:45
15 1/25 19:20 20:45

－ 72 －



/

1 10/ 2 18:15 19:45
2 10/ 9 18:15 19:45
3 10/16 18:15 19:45
4 10/23 18:15 19:45
5 10/30 18:15 19:45
6 11/ 6 18:15 19:45
7 11/13 18:15 19:45 ES iPS
8 11/20 18:15 19:45
9 11/27 18:15 19:45 / up-to-date

10 12/ 4 18:15 19:45
11 12/11 18:15 19:45
12 12/18 18:15 19:45 DDS
13 1/ 7 18:15 19:45
14 1/15 18:15 19:45
15 1/22 18:15 19:45
13

－ 73 －



1.
2.
3.

1.
2.
3.
4 e
5. 2

2005
2007

/

1 10/22 9:00 10:25

2 10/22 10:35 12:00 Abstract

3 10/29 9:00 10:25 Unit 3 Abstract
PowerPoint (PPT)

4 10/29 10:35 12:00

5 11/ 5 9:00 10:25 Unit 3 Presentation
2

6 11/ 5 10:35 12:00 Unit 5 Abstract
PowerPoint (PPT)

7 11/12 9:00 10:25 Unit 5

8 11/12 10:35 12:00 Unit 8 Abstract PPT

9 11/26 9:00 10:25 Unit 8

10 11/26 10:35 12:00 Unit 10
Unit 10 Abstract PPT

11 12/ 3 9:00 10:25 Unit 10 Presentation

12 12/ 3 10:35 12:00 Unit 16 Abstract PPT
Abstract PPT (e-Learning)

13 1/ 8 9:00 10:25 Unit 16 Presentation

14 1/ 8 10:35 12:00

15 1/22 9:00 10:25

－ 74 －



1  9/28 16:10 17:35

2  10/15 16:10 17:35

3  10/22 16:10 17:35
4  10/29  16:10 17:35
5  11/ 5 16:10 17:35
6  11/12 16:10 17:35
7  11/19 16:10 17:35

8  11/19 17:35 19:10

9  11/22 17:35 19:10
10  11/26 16:10 17:35

11  12/ 3 16:10 17:35

12  12/ 3 17:35 19:10

13  12/10 16:10 17:35
14  12/17 16:10 17:35
15  1/21 16:10 17:35

－ 75 －



  

 
 

 
1)  
2)  
3)  

 
1) 2008  2) Steven McGee 2009  
3)  S. 2008 
4) 2003  5 MC 2004  
6 2001  7  2008  
8 Carolyn Jarvis, C. Physical Examination & Health Assessment (5th Ed.). Saunders. (2008) 

1 3
.  

 
. 31331  
. ×2 ACLS ×1 ACLS  

COVIDIEN “ ”×2 “  
”×2 SimMam 3G ACLS SimBaby ACLS
 

 /          
1  8/ 2  13:00 14:25 

2  8/ 2  14:35 16:00  

3  8/ 6  10:35 12:00 

4 5  8/ 6  13:00 16:00  
 

6  8/27  9:00 10:25 
 

7  8/27  10:25 12:00 

8 9  8/27  13:00 16:00  

10  8  

 
/ 

 ( )/ 
 

11~12   

13  8/28    ( )  

14~15  

8/30  

 9:00 12:00 
.  

 
 

16  13:00 14:25  

17  14:35 16:00  
 

18  

 
 

8  
 
 
 

 
/ 

 ( )/ 
 

19~20   

21  9/ 7  
 

9:00 10:25 

22  9/21  14:35 17:35  
23  9/21   

 
－ 76 －



 

.  

 

1) 
2)
3
4) 

1) Baillire Tindall. 2006
2) (2008): (7 ), , 

/

1 10/ 5 17:45 19:10
2 10/12 17:45 19:10 1
3 10/19 17:45 19:10 2
4 10/26 17:45 19:10 1
5 11/ 2 17:45 19:10 2
6 11/ 9 17:45 19:10
7 11/16 17:45 19:10 2
8 11/30 17:45 19:10
9 12/ 7 17:45 19:10

10 12/14 17:45 19:10 2
11 12/21 17:45 19:10
12 12/28 17:45 19:10
13 1/11 17:45 19:10 2
14 1/18 17:45 19:10

15 1/25 17:45 19:10

－ 77 －



/

1 2

3 4

5 6

7 8
9

10 11

12 13

14

15

－ 78 －



1.
2.
3.

Comfort

:

/

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

13 14

15

－ 79 －



1999
Jean Watson 21 2005

  Mariah Snyder 1999

1

2 3
4 5
6 7

8 11

12 13
14 15

－ 80 －



/

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

－ 81 －



,

/

1 2

3 8

9 12 ( )

13 16

17 26

27 30

－ 82 －



1.
2
3.

/

1 5

6 25

26 30

31 60

－ 83 －



1.
2.
3.
4.
5.
6.

－ 84 －



 
 

 
 

 
 

 
 

 
knowledge  

 
 

 
 

 
2002 

2002 
2007 

2001 
2007 

 
  

 24 9 18  
 

 
 /          

1 3  4/16  13:00 17:30

4 5  5/ 7  13:00 16:00
6 7  5/21  13:00 16:00
8 9  6/ 4  13:00 16:00

10 11  6/18  13:00 16:00  
12 13  7/ 2  13:00 16:00  

14 15  9/14  13:00 16:00
 
 

 

－ 85 －



Malcolm S.Knowles
2002

Patricia Cranton 2002
1993

2002
2004

2000

/

1 3 4/25
10:35 12:00
13:00 16:00

4 5 5/11 13:00 16:00
6 7 6/ 1 13:00 16:00
8 9 6/ 8 13:00 16:00

10 11 6/22 13:00 16:00
12 13 7/ 6 13:00 16:00
14 15 9/ 7 13:00 16:00

－ 86 －



 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
P.Benner 2005 
P.Benner 1999 
P.Benner 2005 

2004. 
1998 

2002 
1999 

1997 
2007 

 
 

 
 

 /         

1 3  6/25  13:00 17:30  

4 5  7/ 4  13:00 16:00  
6 7  7/23  13:00 16:00  
8 9  9/ 5  13:00 16:00  

10 11  9/10  13:00 16:00  
12 13  10/ 3  13:00 16:00  
14 15  10/31  13:00 16:00  

 

－ 87 －



  

24 10 30

/

1 4 6/13 9:00 16:00

5 8 6/20 9:00 16:00

9 11 6/27 13:00 17:30

12 13 6/29 13:00 16:00
14 17 7/ 4 9:00 16:00

18 19 7/11 9:00 12:00

20 21 7/11 13:00 16:00

22 25 7/18 9:00 16:00

26 29 7/25 9:00 16:00

30 33 9/12 9:00 16:00

34 37 9/19 9:00 16:00

38 41 9/26 9:00 16:00

41 45 10/17 9:00 16:00

－ 88 －



24 10 30

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 /          

1 4  10/24   9:00 16:00
5 8  11/31   9:00 16:00

9 12  11/ 7   9:00 16:00  

13 16  11/14   9:00 16:00  
17 20  11/21   9:00 16:00  
21 25  11/28   9:00 17:35  
26 29  12/12   9:00 16:00  
30 31  12/17  13:00 16:00  

32 35  1/ 9   9:00 16:00  

36 37  1/14  13:00 16:00  

38 41  1/23   9:00 16:00  

42 43  2/ 1  13:00 16:00  

44 45  2/ 6  13:00 16:00  

 

－ 89 －



9:00 10:30
13:00 17:35

－ 90 －



2 2002.
Hudak, Carolyn M. et. al. (1998) : Critical Care Nursing; A Holistic Approach, p.3-66. Lippincott.
Urden, Linda D. et. al. (2000) : Priorities in Critical Care Nursing, 4th ed., p.3-29, 33-101, Mosby.

/

1 2 4/17 13:00 16:00
3 5 4/24 13:00 17:35
6 7 5/ 8 13:00 16:00

8 9 5/15 13:00 16:00

10 11 5/22 13:00 16:00

12 13 6/12 13:00 16:00

14 15 6/19 13:00 16:00

－ 91 －



( )

2007.
1997.

2010
1995.

Woods, S. L. el at. Cardiac Nursing, J. B. Lippincott co., 2005.
Hudak, C. M. & Gallo, B. M. Critical care Nursing, 2000.

/

1 2 4/12 13:00 16:00

3 4 4/26 13:00 16:00

5 7 5/10 13:00 17:35
(

)

8 10 5/24 13:00 17:35

11 12 5/31 13:00 16:00

13 15 6/ 7 13:00 17:35

－ 92 －



/
1 2 6/ 5 13:00 17:35

3 5 6/26 13:00 17:35

6 8 7/ 3 13:00 16:00

9 10 7/10 13:00 16:00

11 13 7/17 13:00 17:35

14 15 7/24 13:00 16:00

－ 93 －



  
CNS  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
2 1999 

 
 

 
 

 
 /          

1 4  7/14  10:35 17:35  
5 7  12/ 4  13:00 17:35  

8 10  12/25  13:00 17:35  

11 13  1/11  13:00 17:35  

14 15  2/12  13:00 16:00  
 

－ 94 －



CNS  CNS

2006.
Fry, S.T. & Johnstone, M.

2005.

2010
2 2002

/

1 2 9/18 13:00 16:00

3 4 10/ 5 13:00 16:00

5 6 10/16 13:00 16:00

7 8 10/23 13:00 16:00

9 11 11/20 13:00 17:35
*

12 14 12/11 13:00 17:35
15 12/14 13:00 14:35

－ 95 －



  
CNS  

 
 

 

 
 

 
HD HF HDF CHDF DFPP

PEX CAPD  
ICD PM  

EVAHEART  
 

 
MRSA  

 
   

 
ICU CCU  

 
 

 

2010  
 

 
 

 
 /         

1 3  6/28  13:00 17:35   
4 6  7/12  13:00 17:35   
7 9  7/26  13:00 17:35   

10 12  9/ 7  13:00 17:35   

13 14  10/18  10:00 12:30   
*  

15 16  10/11  13:30 16:30  

17 19  10/25  9:00 12:00   
*  

20 22  10/30  13:00 16:00   

23 24  11/ 6  13:00 16:00   
25  11/13  9:00 10:25  
26  11/20  9:00 10:25  

27 28  11/27  13:00 16:00   

29 30  11/29  13:00 16:00  ICU/CCU
 

 

－ 96 －



CNS  

 

EVAHEART

DNR

1 2006
2 2006

1999
21 2005

2010
2004

/

1 3 9/ 4 13:00 17:35

4 6 9/ 7 13:00 17:35

7 9 9/25 13:00 17:35

10 12 9/28 13:00 17:35

13 15 10/ 2 13:00 17:35

16 18 10/12 13:00 17:35
19 21 11/ 2 13:00 17:35
22 24 11/ 9 13:00 17:35

25 27 11/16 13:00 17:35

28 30 12/ 7 13:00 17:35 DNR

－ 97 －



1

ICU/CCU
2

2

2

CNS CNS

1

1~2

CNS

24 5 14 6 22 6 1 4

－ 98 －



－ 99 －



: :
: :

－ 100 －



－ 101 －

1 2 4/16 14:35 17:35

3 4 4/23 13:00 16:00

5 6 5/ 8 13:00 16:00

7 8 5/22 13:00 16:00

9 10 6/ 5 13:00 16:00

11 12 6/12 13:00 16:00 QOL

13 14 6/25 13:00 16:00

15 9/18 14:35 16:00



－ 102 －

6 2010
2005

2004
2005

2009

1 2 4/17 13:00 16:00

3 4 4/24 13:00 16:00
5 6 5/11 13:00 16:00
7 8 5/17 13:00 16:00

9 10 6/ 8 13:00 16:00
11 12 6/11 13:00 16:00
13 14 6/18 13:00 16:00

15 9/18 13:00 14:25



－ 103 －

/

1 2 5/29 13:00 16:00

3 4 6/19 13:00 16:00

5 6 9/ 7 13:00 16:00

7 8 9/10 13:00 16:00

9 10 9/25 14:35 17:35

11 12 10/ 2 13:00 16:00

13 14 10/16 14:35 17:35

15 11/20 13:00 14:25



－ 104 －

2011
/ 2006

2013 1 21 13

/

1 2 9/ 3 13:00 16:00

3 4 9/ 4 13:00 16:00

5 6 10/12 13:00 16:00

7 8 11/ 6 14:35 17:35

9 10 12/ 4 14:35 17:35 QOL
11 12 12/14 13:00 16:00
13 14 1/15 13:00 16:00

15 1/22 13:00 14:25



－ 105 －

2013 1 21 13

NHK 2009

1 2  7/ 3 13:00 16:00

3 4  7/ 4 14:00 17:00

5 6  7/ 9 14:30 17:30

7 8  7  13:00 16:00

9 10  9/14 13:00 16:00 

11 12  10/ 5 13:00 16:00 

13 14  TBA 13:00 16:00 

15  10/29 13:00 14:25 



－ 106 －

1 5/15 13:00 14:25

2 3 5/18 13:00 16:00

4 5 6/ 1 13:00 16:00

6 7 6/15 13:00 16:00

8 9 6/26 13:00 16:00

10 13 6/28 9:00 16:00

14 15 6/29 13:00 16:00

16 7/10 13:00 14:25

17 18 7/13 13:00 16:00

19 20 10/23 9:00 12:00

21 23 10/29 13:00 17:35



－ 107 －

1 2 6/ 4 13:00 16:00

3 4 6/21 9:00 12:00

5 6 7/ 2 13:00 16:00

7 8 7/ 6 13:30 16:30
9 10 9/11 13:00 16:00

11 12 10/15 13:00 16:00

13 14 10/22 13:00 16:00

15 16 11/ 2 13:00 16:00

17 18 11/ 5 13:00 16:00

19 20 12/ 7 13:00 16:00

21 22 1/18 13:00 16:00
23 1/25 13:00 14:25



－ 108 －

QOL

Holland J.C., Breitbart W.S., Jacobsen P.B., Lederberg M.S., Loscalzo M.J., McCorkle R., Eds,
Psycho-Oncology, 2ed. Oxford University Press, New York,2010. 
Chochinov H.M. & Breitbart W. (Eds), Handbook of Psychiatry in Palliative Medicine, Oxford University 
Press. New York. 236-264.

―
? 16 2011

1 3 10/19 13:00 17:35

4 6 10/26 13:00 17:35

7 8 11/ 9 13:00 16:00

9 10 11/12 13:00 16:00

11 12 11/16 13:00 16:00

13 14 11/30 13:00 16:00

15 16 12/11 13:00 16:00
17 18 12/12 9:00 12:00

19 21 12/17 13:00 17:35

22 23 12/21 13:00 16:00



－ 109 －

 

 
 

 



－ 110 －

 

 

 



－ 111 －

 

 

 



－ 112 －

 

 

 



－ 113 －



－ 114 －



－ 115 －－ 115 －

D , , ,

1 3 4/16 13:00 17:35

4 6 4/23 13:00 17:35

7 9 4/30 13:00 17:35

10 12 5/ 7 13:00 17:35

13 15 6/ 4 13:00 17:35



－ 116 －－ 116 －

 
 
 /         

1 2  4/18  9:00 12:00

 
 

3 4  4/25  9:00 12:00
5 6  5/ 2  9:00 12:00
7 8  5/ 9  9:00 12:00

9 10  5/16  9:00 12:00  
11  9/12  9:00 10:25

 
12 13  9/19  9:00 12:00
14 15  9/26  9:00 12:00   



－ 117 －－ 117 －

/

1 11/ 6 13:00 14:25
2 4 11/13 13:00 17:35
5 7 11/20 13:00 17:35

8 10 11/27 13:00 17:35
11 13 11/29 13:00 17:35

12/11 14 15 12/11 13:00 16:00



－ 118 －－ 118 －

1 9/ 7 13:00 14:25

2 3 9/14 13:00 16:00
4 5 9/21 13:00 16:00
6 7 9/28 13:00 16:00
8 9 10/ 5 13:00 16:00

10 11 10/12 13:00 16:00
12 13 10/19 13:00 16:00

14 15 10/26 13:00 16:00



－ 119 －－ 119 －

1 5  6/ 2 9:00 17:35 
11

6 10  7/14 9:00 17:35 
11

11 12  10/10 9:00 12:00 

13 14  10/11  13:30 16:30

15 16  10/17  9:00 12:00 

17 18  10/24  13:00 16:00

19 20  11/ 1 9:00 12:00 

21 26  11/ 7 9:00 19:10 

27 30  11/14 9:00 16:00 



－ 120 －－ 120 －

 

 
 /         

1 2  
2012  
 5/23 

 13:00 16:00  

 3 4   5/30  13:00 16:00

5 6  10/15  13:00 16:00

  

 

7 8  10/22  13:00 16:00  
9 10  10/29  13:00 16:00

  
 

11 12  11/ 5  13:00 16:00
13 14  11/12  13:00 16:00
15 16  11/19  13:00 16:00
17 18  11/26  13:00 16:00

 
 

19 20  12/ 3  13:00 16:00
21 22  12/10  13:00 16:00
23 24  12/17  13:00 16:00

25 26  
2013  
 1/21 

 13:00 16:00

27 28   1/28  13:00 16:00
29 30   2/ 4  13:00 16:00



－ 121 －－ 121 －

1
    

2012 2 12 3 11
  2012 4 9 9 14



－ 122 －－ 122 －

10:35 12:00



－ 123 －－ 123 －

14:35 17:35 13:00 16:00



－ 124 －

1. 
2. 
3. 

Ebersole, P. & Hess P.(2004): Toward Health Aging: Human Needs and Nursing Rsponse, 7th edition, Mosby

/

1 4/12 13:00 14:25

2 3 4/19 13:00 16:00

4 5 4/26 13:00 16:00

6 7 5/10 13:00 16:00

8 9 5/17 13:00 16:00

10 11 5/24  9:00 12:00

12 13 5/31 13:00 16:00

14 15 6/ 7 13:00 16:00



－ 125 －

1.
2. 
3.
4. 
5. 

6. 

/

1
6/14 9:00 12:00 ADL

2

3
6/14 13:00 16:00

4

5
6

6/21 13:00 16:00

7 6/28 13:00 14:25

8
7/ 5 13:00 16:00

9
10

7/10 9:00 12:00
11
12

7/12 9:00 12:00
13

14
7/26 9:00 12:00

15



－ 126 －

1. 
2. 

2009
2001

2007
Mildred O. Hogstel(ed.) 2001 : Gerontology: nursing care of the older adult(1st.), 
Chapter 15 care issues, pp289-316, Delmar, Albany
Charlotte Eliopoulos(ed.) 2001 : Gerontological nursing(5th), Unit -31 Acute
conditions, pp378-395, Lippincott, Philadelphia

/

1 2 9/ 6 9:00 12:00 ( )

3 4 9/13 9:00 12:00 ( )

5 7 9/18 9:00 14:25

8 9 9/26 13:00 16:00

10 10/ 4 13:00 14:25

11 10/ 4 14:35 16:00

12 14 10/11 10:35 16:00

15 10/18 10:35 12:00



－ 127 －

1. 
2. 

3. CNS

/

1 2 10/25 9:00 12:00

3 11/ 1 10:35 12:00

4 5 11/ 8 9:00 12:00

6 7 11/15 9:00 12:00
CNS

CNS
8 9 11/22 9:00 12:00

10 11 11/29 9:00 12:00

12 13 12/ 6 9:00 12:00

14 15 12/13 9:00 12:00



－ 128 －

1 10/24 10:35 12:00

2 3 10/31 9:00 12:00

4 5 11/ 7 9:00 12:00

6 7 11/14 9:00 12:00

8 9 11/21 9:00 12:00

10 11 11/28 9:00 12:00

12 13 12/ 5 9:00 12:00

14 15 12/12 9:00 12:00



－ 129 －

1. 

2. 
PA: Physical Assessment

PA
3. 
4.

5. 

1. 
2. 
3. 1
4. 
5. 

/

1 6/13 9:00 10:25

2 3 6/20 9:00 12:00

4 5 6/27 9:00 12:00

6 9 7/18 9:00 16:00

10 13 7/19 9:00 16:00

14 15 7/25 13:00 16:00



－ 130 －

1
2

QOL
3

4

1 9/ 5 9:00 10:25

2 3 9/12 9:00 12:00

4 5 9/19 9:00 12:00

6 7 10/ 3 9:00 12:00

8 9 10/ 3 13:00 16:00

10 11 10/10 9:00 12:00

12 13 10/10 13:00 16:00

14 15 10/17 9:00 12:00



－ 131 －

  
 

 

 
 : 1.  

2.  
3.  

 
4.  
5.  
6.  
7.  
8.  

2 2
 

 
   
1 3  
9 10 9 28  

15  
9:00 16:00  

( ) 

1.
 

2.  
 

 
 

3.  
4.  

 
2 4

2 3  
9 18 9 28  

9  
9:00 16:00  

( ) 

1.  
2.  

4  
10 1 10 5  

5  
9:00 16:00  

 

 
 

 
 

   
1 3  
3 25 4 12 15

 
9:00 16:00  

1.  
2.  

 
 

 
4.  
5.  

 
2 4

 
2  
4 1 4 5  

5  
9:00 16:00  

 ( ) 

1.
 

2.  
3.  

4  
4 15 4 19  

5  
9:00 16:00  

 

 
 

2 4 ~  
 

3 ( )  



－ 132 －

  
 

 
 

 

  
 
  

 
 

 
  

 
3 5  

 
 

   
25 8

1 5  
9:00 16:00 

 

 
 

25 8
2 5  
9:00 16:00 

 
 

 
 

 

25 8
3 5  
9:00 16:00 

 

  

25 8
4 5  
9:00 16:00 

 

 
 

 
 
3 5  



－ 133 －

 

1. 

2. 

3. 
4. 

24 4 11 25 1 28
8/2 8/23 12/27 1/3

14 35 16 00 16 10 17 35 4 5 2



－ 134 －

1. 

2. 

3. 

4

24 4 12 25 1 28
8/2 8/23 1/3

14 35 16 00 16 10 17 35 4 5 2
9 00 12 00 1 2 2



－ 135 －

1.

2.

3.

4.

2002
2002

2002

/

1 2 4/19 9:00 12:00
3 4 4/26 9:00 12:00
5 6 5/10 9:00 12:00
7 8 5/17 9:00 12:00

9 10 5/24 9:00 12:00
11 12 5/31 9:00 12:00
13 14 6/ 7 9:00 12:00

15 6/14 10:35 12:00



－ 136 －

1.
2.
3. DSM

2 1970
G.O. 1998

C. 1986
G.O. : 1998
G.O. 1998

~ 1981 1988
1985

1985
1985

/

1 2 6/21 9:00 12:00
3 4 6/28 9:00 12:00
5 6 7/ 5 9:00 12:00
7 8 7/12 9:00 12:00

9 10 7/19 9:00 12:00
11 12 7/26 9:00 12:00
13 14 9/ 6 9:00 12:00

15 9/13 10:35 12:00



－ 137 －

Douglas Olsen

1.
2.
3.
4.

/

1 2 5/10 13:00 16:00
3 4 5/17 13:00 16:00

5 6 5/24 13:00 16:00
Douglas Olsen

7 8 5/31 13:00 16:00
9 10 6/ 7 13:00 16:00

11 12 6/14 13:00 16:00
13 14 6/21 13:00 16:00

15 6/28 13:00 14:25



－ 138 －

Pamela Minarik

1
2
3 3
4
5

2004

/

1 4 6/11 9:00 16:00
Minarik , , ,

5 8 6/12 9:00 16:00
Minarik , , ,

9 10 9/ 6 13:00 16:00
,

11 12 9/13 13:00 16:00
,

13 14 9/20 13:00 16:00
,

15 9/27 13:00 14:35



－ 139 －

1.
2.
3.
4.
5.

/

1 2 8/ 8 15:00 18:00 (1)

3 4 8/ 9 15:00 18:00 (2)

5 8 8/21 9:00 16:00
9 12 8/23 9:00 16:00

13 14 9/ 5 9:00 12:00

15 16 9/12 9:00 12:00

17 18 9/19 13:00 16:00

19
9/26

13:00 14:35



－ 140 －

1.
2.
3.
4.

1977
1990

  1990
1961

G.W. 1986

/

1 3 5/9 13:00 17:35 MSE
4 6 5/16 13:00 17:35 MSE
7 9 5/30 13:00 17:35

10 12 6/13 13:00 17:35

13 15 6/20 13:00 17:35

16 18 6/27 13:00 17:35

19 21 7/ 4 13:00 17:35

22 24 7/18 13:00 17:35

25 27 7/25 13:00 17:35
28 30 8/ 1 13:00 17:35



－ 141 －

1.

2.
3.

4.

/

1 3 10/ 3 13:00 17:35   
4 6 10/10 13:00 17:35
7 9 10/17 13:00 17:35

10 12 10/24 13:00 17:35

13 15 10/31 13:00 17:35

16 18 11/ 7 13:00 17:35 PTSD
19 21 11/14 13:00 17:35
22 24 11/28 13:00 17:35
25 27 12/12 13:00 17:35
28 30 12/19 13:00 17:35 CNS



－ 142 －

1.
2.
3.

/

1 2 12/12 9:00 12:00   

3 4 12/19 9:00 12:00   

5 6 12/26 9:00 12:00
7 11 1/ 9 9:00 17:35

12 16 1/23 9:00 17:35
17 21 1/30 9:00 17:35
22 26 2/ 6 9:00 17:35
27 30 2/13 9:00 16:00



－ 143 －

CNS

(1) CNS
(2)

(1)(2)

(1)CNS CNS CNS
CNS

(2)1 CNS
(3) CNS

2013 3 4 3 15 8 1 4



－ 144 －

(1) 2

(2)

(3) CNS

(4)

(5)

4 5 4 4 / 4 16



－ 145 －

(1) 2

(2)

(3) CNS

(4)

6 2 4 / 2 8



－ 146 －

CNS

CNS

CNS

CNS CNS

CNS

CNS



－ 147 －

(1) CNS

(2) CNS

(1)CNS CNS CNS
1

CNS
(2)CNS CNS

2

(3)

10 12 2 3 / 1 2



－ 148 －

1.
2.

  17:45 19:10



－ 149 －

1.
2.
3.

14:35 17:35
13:00 16:00



－ 150 －

 
 

 

 
 

 
 

Porche,D: Public & Community Health Nursing Practice,Sage,2004 
Stanhope,M:Public Health Nursing: Population-Centered Health Care in the Community, 

8ed., Mosby,2011 
Levy,B.: Occupational and Environmental Health: Recognizing and Preventing Disease 

and Injury,6ed., Oxford University Press,2011 
Rice, R.: Home Care Nursing Practice: Concepts and Application, 4ed., Mosby, 2005 

 
 

 
 

 
 /      

1  4/12  13:00 14:25  
2  4/12  14:35 16:00  
3  4/19  13:00 14:25  
4  4/19  14:35 16:00  
5  4/26  13:00 14:25  
6  4/26  14:35 16:00  
7  5/10  13:00 14:25  
8  5/10  14:35 16:00  
9  5/17  13:00 14:25  

10  5/17  14:35 16:00  
11  5/24  13:00 14:25  
12  5/24  14:35 16:00  
13  5/31  13:00 14:25  
14  5/31  14:35 16:00  
15  6/ 7  13:00 14:25  

 



－ 151 －

 

 
 

 
1.
2.
3.

 
 

 
 

Mason, D.J., et al.: Policy & Politics in Nursing and Health Care, 6ed., Saunders, 2011 
Harris, M:Handbook of Home Health Care Administration,5ed.,Jones & Bartlett 

Learning,2009 
 

 

 
 

 /          

1  6/ 7  14:35 16:00  
2  6/14  13:00 14:25  
3  6/14  14:35 16:00  
4  6/21  13:00 14:25  
5  6/21  14:35 16:00  
6  6/28  13:00 14:25  
7  6/28  14:35 16:00  
8  7/ 5  13:00 14:25 
9  7/ 5  14:35 16:00  

10  8/ 2  13:00 14:25  
11  8/ 2  14:35 16:00  
12  8/ 9  13:00 14:25  
13  8/ 9  14:35 16:00  
14  9/13  13:00 14:25  
15  9/13  14:35 16:00  

 



－ 152 －

 
 

 

 
 

 

 

 
 Fertman, C.I., et al.: Health Promotion Programs: From Theory to Practice, 
Jossey-Bass,2010 
Doyle, E.I., et al.: Process of Community health Education and Promotion, 2ed., 
Waveland Pr Inc, 2009 
Lowenstein, A., et al.: Teaching Strategies For Health Education And Health 
Promotion: Working With Patients, Families, And Communities, Jones & Bartlett 
Learning, 2008 

 
 

 
 
 /          

1  10/ 1  13:00 14:25 QOL
2  10/ 1  14:35 16:00 QOL
3  10/15  13:00 14:25 QOL
4  10/15  14:35 16:00 QOL
5  10/22  13:00 14:25 Pender
6  10/22  14:35 16:00 Pender 
7  10/29  13:00 14:25 Precede-Proceed Model  
8  10/29  14:35 16:00 Precede-Proceed Model  
9  11/ 5  13:00 14:25 WHO

10  11/ 5  14:35 16:00  
11  11/12  13:00 14:25 
12  11/12  14:35 16:00 
13  11/19  13:00 14:25 
14  11/19  14:35 16:00 
15  11/26  13:00 14:25 



－ 153 －

Rice, R.: Home Care Nursing Practice: Concepts and Application, 4ed., Mosby, 2005 

 /     
1  10/ 4   9:00 10:25
2  10/ 4  10:35 12:00
3  10/11  9:00 10:25
4  10/11  10:35 12:00
5  10/18  9:00 10:25
6  10/18  10:35 12:00
7  10/25  9:00 10:25
8  10/25  10:35 12:00
9  11/ 8  9:00 10:25

10  11/ 8  10:35 12:00
11  11/15  9:00 10:25
12  11/15  10:35 12:00
13  11/22  9:00 10:25
14  11/22  10:35 12:00
15  12/ 6  9:00 10:25

 



－ 154 －

  
 

 

 

 
 

Harris, M.J.: Evaluating Public and Community Health Programs, Jossey-Bass, 2010 
Abramson, J., et al.,: Research Methods in Community Medicine: Surveys, 

Epidemiological Research, Programme Evaluation, Clinical Trials [Kindle Edition], 
Wiley; 6ed., 2011  

 

 
 
 /          

1  12/10  13:00 14:25 
2  12/10  14:35 16:00 
3  12/13   9:00 10:25 
4  12/13  10:35 12:00 
5  12/17  13:00 14:25 
6  12/17  14:35 16:00 
7  12/20   9:00 10:25 
8  12/20  10:35 12:00 
9  1/ 7  13:00 14:25 

10  1/ 7  14:35 16:00 
11  1/10   9:00 10:25 
12  1/10  10:35 12:00 
13  1/17   9:00 10:25 
14  1/17  10:35 12:00 
15  1/21  13:00 14:25 

 



－ 155 －

 
 

 
 

 
 

1.  
2.  
3.  
 

 
 

Atman, DG: 1999 
EBM 2003 

Rothman KJ: 2004 
 

 
 

 
 /          

1  3/ 4  13:00 14:25  
2  3/ 4  14:35 16:00  
3  3/ 7   9:00 10:25  
4  3/ 7  10:35 12:00  
5  3/11  13:00 14:25  
6  3/11  14:35 16:00  
7  3/14   9:00 10:25  
8  3/14  10:35 12:00  
9  3/18  13:00 14:25  

10  3/18  14:35 16:00  
11  3/21   9:00 10:25  
12  3/21  10:35 12:00  
13  3/25  13:00 14:25 QOL 
14  3/25  14:35 16:00
15  3/28   9:00 10:25  

 



－ 156 －

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

1 4  5/ 9 10:35 17:35

5 8  5/23  10:35 17:35

9 12  5/30  10:35 17:35

13 16  6/13  10:35 17:35

17 20  6/20  10:35 17:35

21 24  6/27  10:35 17:35

25 28  7/ 4  10:35 17:35

29 30  7/11  10:35 17:35



－ 157 －

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

1 4  10/ 3  10:35 17:35 

5 8  10/10  10:35 17:35 

9 12  10/17  10:35 17:35 

13 16  10/24  10:35 17:35 

17 20  10/31  10:35 17:35 

21 24  11/ 7  10:35 17:35 

25 28  11/14  10:35 17:35 

29 30  11/28  10:35 17:35 

 



－ 158 －

  
 

 

6
 

 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

2013 3 1 2013 8 31 3
5 15 1 1 5 5

4 20
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2013 3 1 2013 8 31 2 5 10 1
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2.
 

3.  
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14:35 17:35 2  
 

 
14:35 17:35 2  
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9:00 16:00  
 

 
9:00 16:00  
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4.5

8.9
( )

(
) 5

5 18

. . M.E. 2001

/

1 4/13 13:00 16:00
2 3 4/17 14:35 17:35 1
4 5 4/24 14:35 17:35 2

6 7 5/ 8 13:00 16:00

8 9 5/15 13:00 16:00
10 11 5/22 13:00 16:00
12 13 5/29 13:00 16:00
14 15 6/ 5 13:00 16:00
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10 15

( )
7 6 7 10

      1

/

1 4/13 13:00 16:00
2 3 6/12 13:00 16:00
4 5 6/19 13:00 16:00
6 7 6/26 13:00 16:00
8 9 7/ 3 13:00 16:00

10 11 7/10 13:00 16:00

12 13 7/17 13:00 16:00

14 15 7/25 9:00 12:00
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2005  
2003 

 
 

 

 /         

1 2  10/ 2  13:00 16:00

3 4  10/10  9:00 12:00

5  11/ 6  13:00 14:25

6 7  11/13  13:00 16:00
 

8 9  11/20  13:00 16:00

10 11  11/27  13:00 16:00

12 13  12/11  13:00 16:00

14 15  12/18  13:00 16:00
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/

1 2 9/ 4 13:00 16:00

3 4 9/11 13:00 16:00

5 6 9/18 13:00 16:00

7 8 9/25 13:00 16:00

9 10 10/ 9 13:00 16:00

11 10/17 9:00 10:25

12 13 10/24 13:00 16:00

14 15 10/30 13:00 16:00
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/

1 4/13 13:00 16:00

2 3 5/ 9 13:00 16:00

4 6 6/ 6 13:00 17:35

7 9 6/13 13:00 17:35

10 12 6/20 13:00 17:35

13 15 6/27 13:00 17:35

16 18 7/ 4 13:00 17:35

19 23 7/14 9:00 17:35

24 26 7/18 13:00 17:35
1

27 30 7/25 9:00 16:00
2
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 /         

1 2  5/16  13:00 16:00

3 4  5/23  13:00 16:00

5 6  5/30  13:00 16:00  

7 14     9:00 16:00  

15 16  9/13   9:00 12:00  
17 18  9/20   9:00 12:00  

19 20  12/ 1  13:00 16:00

21 22  10/ 4   9:00 12:00
23 24  10/11  13:30 16:30  

25 26  10/18  10:00 12:30  
27 28  10/25   9:00 12:00

29 30  11/ 1   9:00 12:00  
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 /        

 9:00 10:25

 9:00 16:00

 9:00 12:00

 9:00 16:00  

 9:00 12:00  

 9:00 12:00  

 9:00 16:00

 9:00 12:00  

 9:00 16:00  

 9:00 12:00  

 9:00 12:00  
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9:00 12:00 13:00 16:00
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9:00 12:00 13:00 16:00
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                  , 1 , , ,2009.
, 2 , , ,2009.

, 3 , , ,2009.
, 4 , , ,2009.
, 5 , , ,2009.

, 6 / , , ,2009.
, 7 , , ,2009.

, , 2 , ,2004.
, : , 2004.

             

/

1 4/17 13:00 14:25

2 4/17 14:35 16:00
  3 5 4/24 13:00 17:35

6 8 5/ 1 13:00 17:35
9 12 5/ 8 13:00 19:10

  
13 15 5/15 13:00 17:35
16 18 5/22 13:00 17:35
19 20 5/29 13:00 16:00
21 23 6/ 5 13:00 17:35   

  24 27 6/12 13:00 19:10

28 30 6/19 13:00 17:35
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well-being
           
           

       , 4 , , ,2009.
, 5 , , ,2009.

, 6 / , , ,2009.
, 7 , , ,2009.

, , 2 , ,2004.
, , 3 , ,2004

             

/

1 2 4/19 9:00 12:00

  

3 4 4/19 13:00 16:00
5 6 4/26 9:00 12:00
7 8 4/26 13:00 16:00

9 10 5/10 9:00 12:00
11 12 5/10 13:00 16:00
13 14 5/17 9:00 12:00

  

15 16 5/17 13:00 16:00
17 18 5/24 9:00 12:00
19 20 5/24 13:00 16:00
21 22 5/31 9:00 12:00
23 24 5/31 13:00 16:00
25 26 6/ 7 9:00 12:00

  
  

27 28 6/ 7 13:00 16:00
29 30 6/14 9:00 12:00
31 32 6/14 13:00 16:00
33 34 6/21 9:00 12:00

  
  

35 36 6/21 13:00 16:00
37 38 6/21 16:10 19:10
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, 1 , , ,2009 
, 3 , , ,2009 

The State of the World’s Children 2009: Maternal and Newborn Health, UNICEF, 2008 
 

 
 

 
 /         

1 2  9/ 7  14:35 17:35
  

 
3 4  11/ 9  13:00 16:00    

 
5 6  11/16  14:35 17:35

7 8  11/30  13:00 16:00
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, 3 , , ,2009.

/

1 2 10/ 2 13:00 16:00
3 4 10/ 2 16:10 19:10
5 6 10/ 9 13:00 16:00
7 8 10/ 9 16:10 19:10

9 10 10/16 13:00 16:00
11 12 10/16 16:10 19:10
13 14 10/23 13:00 16:00

15 10/23 16:10 17:35
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, (OGS NOW No.4) ,  
,2010  

           , New , ,2004  
           ,  , ,2010  
          , , ,2011  

  
 

 
 

 /         
1 3  4/18  13:00 17:35  

 
 

4 6  4/25  13:00 17:35
 

7 9  5/ 2  13:00 17:35

10 12  5/ 9  13:00 17:35   

13 15  5/14  13:00 17:35   

16 18  5/21  13:00 17:35   
28  19 21  5/28  13:00 17:35

25 26  6/ 6  13:00 16:00   

27 28  6/13  13:00 16:00
 
 

 

29 30  6/20  13:00 16:00   
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/

11
1 3

2012
6/ 8

13:00 17:35

  
  
  

4 6 6/15 13:00 17:35
7 9 6/18 13:00 17:35

10 12 6/22 13:00 17:35
13 15 6/25 13:00 17:35
16 18 6/26 13:00 17:35
19 21 6/28 10:35 16:00
22 24 6/29 13:00 17:35
25 27 7/ 3 13:00 17:35
28 30 7/ 4 10:35 16:00

31 33 7/ 5 10:35 16:00

34 36 7/ 6 13:00 17:35

2
37 39

2013
9/ 5

10:35 16:00

  40 42 9/12 10:35 16:00

43 45 9/19 13:00 17:35
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SOL QOL

QOL
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approach
narrative approach, grounded theory 

approach
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7 9 11  
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,B . .1998

(25 % 25 50

/

1 4/20 14:35 16:00
2 4/27 14:35 16:00
3 4/27 16:10 17:35
4 5/11 14:35 16:00
5 5/11 16:10 17:35
6 5/18 14:35 16:00
7 5/18 16:10 17:35
8 5/25 14:35 16:00
9 5/25 16:10 17:35

10 6/ 1 14:35 16:00
11 6/ 1 16:10 17:35
12 6/ 8 14:35 16:00
13 6/ 8 16:10 17:35
14 6/15 14:35 16:00
15 6/15 16:10 17:35
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/

1 4 4/19 14:35 16:00
5 8 5/24 14:35 16:00

9 12 6/21 14:35 16:00
13 15 7/19 14:35 16:00
16 19 10/ 4 14:35 16:00
20 23 11/ 1 14:35 16:00
24 26 11/29 14:35 16:00
27 30 12/20 14:35 16:00

14:35 16:00
4 /19 4 /26 5 /10 5/17
5 /24 5 /31 6 / 7 6 /14
6 /21 6 /28  7 / 5 7 /12
7 /19 9 / 6 9 /13

10/ 4 10/11 10/18 10/25
11/ 1 11/ 8 11/15 11/22
11/29 12/ 6   12/13
12/20   12/27   1 /10 1 /17
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2001

2003

/

1 4/16 14:35 16:00
2 4/23 14:35 16:00
3 5/ 7 14:35 16:00
4 5/14 14:35 16:00
5 5/21 14:35 16:00
6 5/28 14:35 16:00
7 6/ 4 14:35 16:00
8 6/11 14:35 16:00
9 6/18 14:35 16:00

10 6/25 14:35 16:00
11 7/ 2 14:35 16:00
12 7/ 9 14:35 16:00
13 7/23 14:35 16:00
14 9/ 3 14:35 16:00
15 9/10 14:35 16:00
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SOL SOL

SOL QOL

2000
2002

/

1
8/31 13:00 17:352 1

3 2
4

9/ 7 13:00 17:355 SOL QOL
6 1
7

9/14 13:00 17:35
1

8 2
9 2

10
9/21 13:00 17:35

3
11 3
12 4
13

9/28 13:00 17:35
4

14 5
15 5
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/

1 7/31 10:35 12:00
2 8/ 1 13:00 14:25
3 8/ 1 14:35 16:00
4 8/ 2 10:35 12:00
5 8/ 2 13:00 14:25
6 8/ 8 14:35 16:00
7 8/ 8 14:35 16:00
8 8/16 10:35 12:00
9 8/16 13:00 14:25

10 8/17 13:00 14:25
11 8/17 14:35 16:00
12 8/22 10:35 12:00
13 8/22 13:00 14:25
14 8/23 10:35 12:00

15 8/30 10:35 12:00

ito.eiko@twmu.ac.jp
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/

1 2 4/23 9:00 12:00

3 4 5/21 9:00 12:00

5 6 6/25 9:00 12:00

7 8 7/23 9:00 12:00

9 10 9/24 9:00 12:00

11 12 10/22 9:00 12:00

13 14 11/26 9:00 12:00

15 12/17 9:00 10:25
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: 1996 
 

1999 
Lorraine Walker & Kay Avant Strategies for theory construction in Nursing, 2005 
Beth Rodgers & Kathleen Knafl Concept development in Nursing, 2000 
Walker & Avant 2008 

 
 

 
 

 /         
1     

2 3      
4 5      

6 7  
 

 
  

 

8 9  
 

 
  

 

10 11  
 

 
  

 

12 13  
 

 
 

14 15  
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2007
          D , , , ,2006

/

1 5/11 13:00 14:25
2 5/18 10:35 12:00
3 5/25 10:35 12:00
4 6/ 8 10:35 12:00
5 6/15 13:00 14:25
6 6/22 13:00 14:25
7 6/29 13:00 14:25
8 9/ 7 13:00 14:25
9 9/14 13:00 14:25

10 9/21 13:00 14:25
11 10/ 5 13:00 14:25
12 10/12 13:00 14:25
13 10/19 13:00 14:25
14 10/26 13:00 14:25
15 11/ 2 13:00 14:25
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1.
2.
3.
4. 

/

1 4/19 9:00 10:25
2 3 4/26 9:00 12:00
4 5 5/10

6 7 5/17

8 9 5/24
10 11 5/31 9:00 12:00
12 13 6/ 7 9:00 12:00
14 15 6/14
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1. 
2.

1995
L. :

2000
1996

W 2002
Riessman, C. K.: Narrative Analysis, A Sage University Paper, 1993.

  Spradley, J.P. , 2010.
Patricia Benner: Interpretive Phenomenology Embodiment, Caring, and Ethics in Health 
and Illness, Sage Publications,1994

2006.

/

1 2 5/ 8 13:00 16:00
3 4 5/15 13:00 16:00
5 6 5/22 13:00 16:00
7 8 5/29 13:00 16:00

9 10 6/ 5 13:00 16:00
11 12 6/12 13:00 16:00
13 14 6/19 13:00 16:00

15 6/26 13:00 16:00
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( )

1.
1

2.

Riessman, C. K.: Narrative Analysis, A Sage University Paper, 1993.
Spradley, J.P. , 2010.
Patricia Benner: Interpretive Phenomenology Embodiment, Caring, and Ethics in 
Health and Illness, Sage Publications,1994

2006.
: 1999

/

1 3 10/ 2 13:00 17:35
4 6 10/ 9 13:00 17:35
7 9 10/16 13:00 17:35

10 12 10/23 13:00 17:35
13 15 10/30 13:00 17:35
16 18 11/ 6 13:00 17:35
19 21 11/13 13:00 17:35
22 24 11/20 13:00 17:35
25 27 11/27 13:00 17:35
28 30 12/ 4 13:00 17:35
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1.  
2.  
3.  

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 /     

1  4/24   9:00 10:25  
2  5/ 8   9:00 10:25  
3  5/15   9:00 10:25  

4 5  6/ 5   9:00 12:00  

6 7  6/12   9:00 12:00
 

8 9  6/26   9:00 12:00
 

10 11  7/10   9:00 12:00
 

12 13  9/11   9:00 12:00
 

14  9/18  10:35 12:00
 

15  9/25  10:35 12:00  
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1.  
2.  

 
  

 
 

 
  

 
 
 /          

1  5/10  13:00 14:25  

2  5/31  13:00 14:25
 

3  5/31  14:35 16:00
4  6/ 7  13:00 14:25

 
5  6/ 7  14:35 16:00
6  6/21  13:00 14:25

 
7  6/21  14:35 16:00
8  7/12  13:00 14:25

 
9  7/12  14:35 16:00

10  7/26  13:00 14:25
 

11  7/26  14:35 16:00
12  9/ 6  13:00 14:25

 
13  9/ 6  14:35 16:00
14  9/20  13:00 14:25

 
15  9/20  14:35 16:00
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30

14:35 16:00
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14:35 16:00 16:10 17:35
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30
24 4 12 25 1 28 8/2 8/23 1/3

14 35 16 00 16 10 17 35 4 5 2
3 9 00 12 00 1 2 2
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16:10 17:35
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2012 4 11 2012 7 15 15 16:10 17:35(1 )  

 
2012 10 3 2013 1 27 15 16:10 17:35(1 )  
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2012 10 3 2013 1 27 15 16 00 17 35(1 )  
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